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令和８年１月発行

三重県気候講演会の開催について
　地球温暖化の現状や気候変動への理解を深めるために、
津地方気象台と県が連携し「三重県気候講演会」を開催して
います。
　今年度は「肌で感じる気候変動、今こそ “みんなで” 適応
アクションを」をテーマに、県内の気候変動の影響と適応の
取組に加えて、皆さんと取り組む適応アクションについて講演
を行います。ぜひご視聴ください。

「みえデコ・ビルダーズ」を開発中！
○みえデコ・ビルダーズとは
・脱炭素社会をテーマとした環境経営シミュレーション
・三重県の自然や街並みを背景に持続可能なエコタウンを築く体験を
提供します。
・プレイヤーは、何もない土地からスタートし、省エネ住宅・太陽光
パネル・次世代自動車等の設置、自転車の利用、植林等のデコ活ア
クションを行うことでエコポイントを貯め、環境悪化の象徴である
CO₂ドラゴンと戦いながら、脱炭素社会の実現を目指します。
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MieMu  三重県総合博物館
【津市一身田上津部田3060】

令和８年１月10日（土）～１月29日（木）

津松菱百貨店
【津市東丸之内4-10】

令和８年１月31日（土）～２月15日（日）

三重県立熊野古道センター
【尾鷲市向井12-4】

令和８年２月21日（土）～3月４日（水）

三重県上野森林公園
【伊賀市下友生１番地】

令和８年３月11日（水）～３月23日（月）

※各施設の休館日は除きます。展

示予定は変更になる場合があり

ますので、三重県環境学習情

報センターのホームページ等で

ご確認ください。

電子版「しきさい」は
こちら

ポスターコンクール
入賞作品発表のブログURL

公開期間
（オンライン開催）

令和7年12月15日（月）から
令和8年   2月23日（月）まで

申込方法
令和８年２月16日（月）まで
に申込フォームからお申し込
みください。

申込フォーム

デコ活を楽しく学習できるデジタルコン
テンツ

お楽しみに！

https://www.pref.mie.lg.jp/EARTH/HP/m0056200164_00001.htm


伊賀市内における2025年の山火事の発生状況を教えてください。

2 3

Interviewインタビュー
　2025年3月27日に伊賀市内で発生した山火事。消防車8台、ヘリコプター1機、
総勢60人を超える消防隊員らが消火に当たり、約3時間後に鎮火。森林や田んぼ
のあぜ等、約8,000平方メートルを焼失し、けが人も1名発生しました。田んぼで
焼いていた枯草の火が燃え広がったことが原因です。
　どうすれば山火事を防ぐことができるのか。
　当時、消火活動を指揮された伊賀消防署の藤生正樹副署長にお話を伺いました。

伊賀市消防本部
参事兼伊賀消防署副署長

（消防司令長）
藤生 正樹 さん

　2025年の火災発生件数は10月15日現在で計70件。このうち山火事は6件で、3月（3件）に最も多く発生しています。
全国同様、管内の山火事も春に多く発生する傾向があります。

Q

A

山火事の主な発生原因は何ですか。
　2025年の山火事（6件）の原因は、農作業に伴う野焼き（枯葉等の焼却）の延焼（4件）と、ごみ焼却中の延焼（2件）です。
伊賀市は山林や農地が広がり、野焼きが習慣的に行われています。この野焼きが原因で、周囲に延焼する火災が後を絶
ちません。計70件の火災のうち48件は「その他火災」で、その大半（41件）を「野焼きによる枯草火災」が占めています。「枯
草火災」は対応が遅れると周辺に火が回り、山火事や住宅火災に発展する危険性があります。こうした状況の中、伊賀
市では2025年3月と9月に「枯草火災多発非常事態宣言」を発表し、市民に強く注意を呼びかけました。

Q

A

山火事は市街地等の平地で起こる火災に比べ、消火活動がかなり難しくなるのでは？
　山火事の現場では、消火活動に使う「水」の確保がまず必要です。周辺に消火栓や防火水槽がないことが多く、河川
や池等、使える水源を探さなければなりません。また、山間部は消防車が進入できず、ヘリコプターの要請が必要になる
こともあります。加えて、急こう配の斜面、樹木や獣害対策用の柵等が障害となり、消火活動も難航します。一方、山火
事は飛び火で燃え広がる、再燃焼しやすい等の特徴があり、鎮火までに時間がかかるため、多くの人員が必要となります。
こうした状況は現場ごとに異なり、一刻を争う中で難しい判断を迫られます。

Q

A

山火事の未然防止に向け、私たちができる対策についてご指導ください。
　伊賀市では野焼きによる枯草火災が多発しています。屋外での焼却行為は法律により原則禁止されています。農作業等
でやむを得ず野焼きを行う場合は、「枯草は１ヶ所に集めて燃やす」、「あらかじめ消火準備をしておく」、「強風の日は避ける」、
「複数の監視員を付け、鎮火まで離れない」こと等を徹底してください。また、近年、気候変動により、山火事に限らず
火災の発生リスクが高まっていることを認識し、これまで以上に火災予防の意識を高めていただければと思います。
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森林は木 の々光合成を通じて私たち生き物に酸素を供給します。
また、昆虫や鳥獣等の多様な生き物を育み、洪水・渇水の緩和や水質浄化、
さらには地球温暖化対策につながるCO2の吸収機能も備え、私たちにとって
かけがえのない存在です。その森林が今…。
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　大規模な山火事の発生が、世界や日本各地で相次いでい
ます。2023年にカナダで発生した山火事では、1,500万
ヘクタール以上（三重県の面積の26倍以上）の森林が焼失。
日本でも、2025年２月に、岩手県大船渡市で（焼失面積
3,000ヘクタール）、その後３月にかけて、岡山市や愛媛
県今治市、宮崎市等、立て続けに発生しました。
　山火事は森林の焼失にとどまらず、人命を危険にさらし、
家屋等にも大きな被害をもたらします。また、樹木が貯留
したCO₂を再放出し、地球温暖化につながります。カナダ
の記録的な山火事では、世界の航空部門における排出量の
約４倍に当たる30億トンものCO₂が放出されました（世界
資源研究所）。この山火事の主な要因は、高温で乾燥した
天候にあったと考えられています。

■ データでみる山火事発生リスクの高まり
　天気予報等でよく使われる「湿度（％）」は「相対湿度」のことで、値が小さいほど乾燥している
ことを示し、気象庁が発表する乾燥注意報の基礎データとなっています。
　日本における山火事の発生は、１～５月に集中しています。その原因として、落葉が積もり燃え
やすくなっていること、風が強いこと、農作業（野焼き）が活発化すること等があげられています（林
野庁）。下図に、津の１～５月期における平均相対湿度の長期変化を示しました。この図によれば、
相対湿度は低下傾向にあります（100年で約9％減少）。この傾向は、内陸部の上野（伊賀市）や
沿岸部の尾鷲でもみられています。

2025年3月伊賀市で発生した山火事（伊賀市消防本部提供資料）

伊賀市における令和7（2025）年の火災発生状況（伊賀市消防本部資料に基づく） 単位：件

＊10月は15日現在

津の１～５月期における平均相対湿度の推移（気象庁ＨＰのデータを元に作図）

津（相対湿度）
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Interviewインタビュー ぎゅーとらリサイクルセンター「ほらへん」
　～地域での食品資源循環を目指して～

　「いつも笑顔があふれる心豊かな地域社会づくり」を企業目標に掲げ、県内に
29店舗を展開する地域密着型スーパーの「ぎゅーとら」。地域の環境保全にも力
を入れ、令和7年1月には、地域における食品資源循環の仕組みをつくるため、
リサイクルセンター「ほらへん」を開設しました。センターの開設に尽力され、そ
の運営を指揮する安井正和総務課長にお話を伺いました。
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■ 三重県内における食品ロス発生量はどれくらい？
　「食品ロス」とは、本来食べられるのに廃棄される食品のことで、三
重県の調査によれば、県内における令和6年度（令和5年度実績）の
食品ロス発生量は家庭系（各家庭から排出）で27,847トン、事業系（事
業活動に伴う排出）で38,646トン、合計66,493トンもの食品ロスが
発生しています。家庭系の食品ロス発生量を県民1人1日当たりに換算
すると約43g。この重量は茶碗約3分の1杯分のごはんに相当します。
　食品を廃棄すると、その製造、輸送、販売過程で生じたCO₂が余分
に排出されることになります。食品ロスは「もったいない」だけでなく、
地球温暖化にも影響を与えます。

■ 家庭からどのような食品ロスが発生している？
　家庭系の食品ロスは、食卓に上ったものの食べられずに捨てられる「食べ残し」と、利用されずに
捨てられる「直接廃棄」に分けられます。三重県の食品ロスは「食べ残し」より「直接廃棄」が多く、
なかでも賞味・消費期限切れとなった「全く手付かずの食品」の廃棄が多くなっています。

■ リサイクルセンター「ほらへん」を開設した理由
　ぎゅーとらの食品リサイクル率は81.3％（令和5年度実績）で、食品小売業と
しては高いリサイクル率ですが、環境負荷や処分コストの面でさらなる向上が必要
です。リサイクル率の向上を妨げる主な要因は、一部の店舗（伊勢志摩地域や名
張市等の11店舗）の周辺にリサイクル施設がないことです。これらの店舗から1日
合計約370kgの食品残さ（大半が野菜・果実の未使用部分、以下「未使用部分」
と言う）が発生していますが、これまでリサイクルできず焼却処分していました。
そこで、未使用部分を肥料化する施設を自社に設置し、さらにこれを活用した地域
の食品循環システムをつくろうと考えました。「ほらへん」はその核となる施設です。

　食品ロス発生量が減少傾向にあるとは言え、依然、全国では約464万トン（環境省）、三重県でも
6万トンを超える食品ロスが発生しています（いずれも令和5年度実績）。消費者庁によると、全国の
食品ロス（約464万トン）によるCO₂排出量は1,050万トンで、家庭の冷房用として排出される量
（840万トン）を上回るといわれています。
　食品ロスについては、「持続可能な開発目標（SDGs）」のターゲットのひとつとして、「2030年まで
に世界全体の1人当たりの食料の廃棄を半減させる」ことが盛り込まれています。食品ロスを削減する
には、私たち一人ひとりが食べ物を無駄なく、おいしく食べきることが重要です。地球にやさしい、持
続可能な食生活に改めていく必要があります。

■ 食品ロス量は減っている？
　三重県内の食品ロス発生量は、増減
しながらも概ね減少傾向にあり、全国の
動向と一致しています。近年の減少には、
物価高騰による買い控えや、食品を無駄
なく消費しようという消費者意識の変化
が関与していると考えられます。

※このページに用いたデータや写真は、令和 6年度三重県食品ロス実態調査報告書（三重県環境生活部環境共生局資源
循環推進課発行）から引用。

食品ロスの現状を知ろう！

直接廃棄された食品：賞味期限切れ（レトルト食品等） 直接廃棄された食品：消費期限切れ（惣菜類・おにぎり等）
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三重県の食品ロス発生量の年変化

「ほらへん」とは伊勢

の方言で「捨てない」

という意味だよ。

農援隊とは、

ぎゅーとらと提携する

地元の農業者だよ。

令和7年10月現在、
提携している

農援隊は20軒以上
いるよ。

■ これまでの成果
　「ほらへん」の稼働により、CO2排出量が1ヶ月
当たり約18トン削減され（令和7年1～4月の実
績値に基づく）、ごみ処理コストも抑制できました。
　鮮度バツグン！「ほらへん」由来の肥料で作っ
た安全な循環型野菜をぜひご賞味ください。循環
型野菜を食べて、環境負荷の削減にご協力いただ
ければ幸いです。

　食品資源の地域循環にとどまらず、各店舗では
資源回収や値引きによる売れ残り（食品ロス）の
削減等にも注力しています。ぎゅーとらは、環境を
守るために「今できること、未来のためにできるこ
と」を考え、これからも挑み続けます。

■ 「ほらへん」を活用した地域での食品循環の流れ
　「ほらへん」は松阪市にある流通センターに配置し、ここに11
店舗から出た未使用部分を集約して、導入した食品残さ発酵分解
装置を用いて肥料（一次発酵物）を生産しています。生産した肥
料はぎゅーとら農援隊に販売し、肥料として使用、生産された農
産物はぎゅーとらが仕入れ、お客様に販売しています。
　令和7年10月時点で「ほらへん」による地域食品循環の取り組
みに協力いただいている農援隊は1軒で、大根とブロッコリーを生
産、納品してもらっています。「農作物の成長・品質も良好」、「高
騰する肥料が安価で買える」等、この肥料への高い評価をいただ
いています。現在、テスト栽培中（ネギ）の農援隊も1軒あり、今後、
さらに活動の輪を広げていきたいと考えています。

地域での食品資源循環の仕組み

店舗から出る未使用部分

※このページに用いたデータや写真は、株式会社ぎゅーとらより提供。
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Interviewインタビュー ぎゅーとらリサイクルセンター「ほらへん」
　～地域での食品資源循環を目指して～

　「いつも笑顔があふれる心豊かな地域社会づくり」を企業目標に掲げ、県内に
29店舗を展開する地域密着型スーパーの「ぎゅーとら」。地域の環境保全にも力
を入れ、令和7年1月には、地域における食品資源循環の仕組みをつくるため、
リサイクルセンター「ほらへん」を開設しました。センターの開設に尽力され、そ
の運営を指揮する安井正和総務課長にお話を伺いました。
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　食品を廃棄すると、その製造、輸送、販売過程で生じたCO₂が余分
に排出されることになります。食品ロスは「もったいない」だけでなく、
地球温暖化にも影響を与えます。

■ 家庭からどのような食品ロスが発生している？
　家庭系の食品ロスは、食卓に上ったものの食べられずに捨てられる「食べ残し」と、利用されずに
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しては高いリサイクル率ですが、環境負荷や処分コストの面でさらなる向上が必要
です。リサイクル率の向上を妨げる主な要因は、一部の店舗（伊勢志摩地域や名
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合計約370kgの食品残さ（大半が野菜・果実の未使用部分、以下「未使用部分」
と言う）が発生していますが、これまでリサイクルできず焼却処分していました。
そこで、未使用部分を肥料化する施設を自社に設置し、さらにこれを活用した地域
の食品循環システムをつくろうと考えました。「ほらへん」はその核となる施設です。

　食品ロス発生量が減少傾向にあるとは言え、依然、全国では約464万トン（環境省）、三重県でも
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に世界全体の1人当たりの食料の廃棄を半減させる」ことが盛り込まれています。食品ロスを削減する
には、私たち一人ひとりが食べ物を無駄なく、おいしく食べきることが重要です。地球にやさしい、持
続可能な食生活に改めていく必要があります。
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　「ほらへん」の稼働により、CO2排出量が1ヶ月
当たり約18トン削減され（令和7年1～4月の実
績値に基づく）、ごみ処理コストも抑制できました。
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型野菜を食べて、環境負荷の削減にご協力いただ
ければ幸いです。

　食品資源の地域循環にとどまらず、各店舗では
資源回収や値引きによる売れ残り（食品ロス）の
削減等にも注力しています。ぎゅーとらは、環境を
守るために「今できること、未来のためにできるこ
と」を考え、これからも挑み続けます。
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　「ほらへん」は松阪市にある流通センターに配置し、ここに11
店舗から出た未使用部分を集約して、導入した食品残さ発酵分解
装置を用いて肥料（一次発酵物）を生産しています。生産した肥
料はぎゅーとら農援隊に販売し、肥料として使用、生産された農
産物はぎゅーとらが仕入れ、お客様に販売しています。
　令和7年10月時点で「ほらへん」による地域食品循環の取り組
みに協力いただいている農援隊は1軒で、大根とブロッコリーを生
産、納品してもらっています。「農作物の成長・品質も良好」、「高
騰する肥料が安価で買える」等、この肥料への高い評価をいただ
いています。現在、テスト栽培中（ネギ）の農援隊も1軒あり、今後、
さらに活動の輪を広げていきたいと考えています。
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※このページに用いたデータや写真は、株式会社ぎゅーとらより提供。



2026 冬号　 　　　　

s h i k i s a i

6 7
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　世界各地で気温の上昇等が起こり、三重県でも気候変動の影響が
現れています。気候変動は、私たちの身近な暮らしに様 な々影響を与え、
その影響は今後さらに大きくなっていくかもしれません。
　こうした気候変動の影響に対処し、被害を少なくする対策「適応」
が重要になっています。

　国立環境研究所 気候変動適応センターでは、猛暑や大雨が当たり
前となる地球沸騰化時代においても、快適な暮らしを実践できるよう、
“15の適応アクション” の普及を進めています。
　三重県・三重県気候変動適応センターもその賛同パートナーとして、
情報発信や普及啓発に取り組んでいる「＃適応しよう」キャンペーン。
5つのカテゴリーからなる “15の適応アクション” について紹介します。
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測

品質低下

収量低下

・お米※1

病気に強い品種の開発

高水温耐性品種の開発
・黒ノリ養殖※7

 （漁期の短縮）

考
え
ら
れ
る
適
応
策

考
え
ら
れ
る
適
応
策

考
え
ら
れ
る
適
応
策

水環境・水資源

白未熟粒 整粒

お米「結びの神」※1

「かおり野」

黒ノリ「みえのあかり」※2

「うた乃」

イチゴ※1

節水・再水利用な
どの工夫※7

自然生態系

希少動植物 絶滅のおそれ
（ネコギギ）※4

希少動植物の
モニタリングと保護※4

水質監視･水源の
安定的確保※7

高温耐性
品種の開発

自然災害・沿岸域

水質悪化※7

藻場の保全再生活動※2

渇水

藻場（磯焼け）※3

浸水被害※7

土砂災害※7 ハザードマップの確認
避難経路
の確認※7

流域治水プロジェクト
（田んぼダム）※5

考
え
ら
れ
る
適
応
策

現
状
・
将
来
予
測

健　康

考
え
ら
れ
る
適
応
策

現
状
・
将
来
予
測

熱中症※7

蚊媒介感染症※7

産業・経済活動

考
え
ら
れ
る
適
応
策

現
状
・
将
来
予
測

夏の屋外イベント
への影響

国民生活・都市生活

考
え
ら
れ
る
適
応
策

現
状
・
将
来
予
測

インフラへの
影響

止水板等での浸水対策

水たまりを作らない工夫
ヒトスジシマカへの注意※7

三重県の適応
７分野

生産設備などへの影響※7

スキー場の雪不足※7
人工降雪機の活用※6

事業継続計画（BCP）の策定※7

さくらの開花日の早まり※7
紅葉時期の遅れ※7

植物の開花や紅葉などの
生物季節の観測※7

01

02

03

04

05

06

07

詳しくは
こちらから

・イチゴ（炭疽病）

ミストで
涼しい環境に

こまめな水分補給※7
エアコンの
適切な使用※7

https://adaptation-platform.nies.go.jp/everyone/campaign/index.html
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令和７年度

「三重県地球
温暖化防止

啓発ポスター
コンクール」

入賞作品一覧
（中学生の部

）

令和７年度 三重県地球温暖化防止啓発ポスターコンクール
入賞作品展示スケジュール

編集
三重県気候変動適応センター
〒510-0304 三重県津市河芸町上野3258番地 一般財団法人 三重県環境保全事業団
TEL：059-245-7529／FAX：059-245-7518
Email：m-tekiou@mec.or.jp

四日市市立塩浜中学校３年生
林 陽莉（はやし ひまり）

セントヨゼフ女子学園中学校２年生
上野 絢愛（うえの あやめ）

鈴
鹿
市
立
白
子
中
学
校
２
年
生

澤
本 

夏
実（
さ
わ
も
と 

な
つ
み
）

三
重
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
２
年
生

種
村 

実
紗（
た
ね
む
ら 

み
さ
）

名張市立名張中学校１年生
森田 翔軌（もりた しょうき）

伊賀市立緑ヶ丘中学校２年生
左橋 夢琉（さはし ゆめる）

志摩市立志摩中学校３年生
松本 柚夏（まつもと ゆずか）

三重大学教育学部附属中学校２年生
服部 日葵（はっとり ひまり）

令和８年１月発行

三重県気候講演会の開催について
　地球温暖化の現状や気候変動への理解を深めるために、
津地方気象台と県が連携し「三重県気候講演会」を開催して
います。
　今年度は「肌で感じる気候変動、今こそ “みんなで” 適応
アクションを」をテーマに、県内の気候変動の影響と適応の
取組に加えて、皆さんと取り組む適応アクションについて講演
を行います。ぜひご視聴ください。

「みえデコ・ビルダーズ」を開発中！
○みえデコ・ビルダーズとは
・脱炭素社会をテーマとした環境経営シミュレーション
・三重県の自然や街並みを背景に持続可能なエコタウンを築く体験を
提供します。
・プレイヤーは、何もない土地からスタートし、省エネ住宅・太陽光
パネル・次世代自動車等の設置、自転車の利用、植林等のデコ活ア
クションを行うことでエコポイントを貯め、環境悪化の象徴である
CO₂ドラゴンと戦いながら、脱炭素社会の実現を目指します。

2026

佳  
作

佳  
作 佳  作

佳  作

佳  作

MieMu  三重県総合博物館
【津市一身田上津部田3060】

令和８年１月10日（土）～１月29日（木）

津松菱百貨店
【津市東丸之内4-10】

令和８年１月31日（土）～２月15日（日）

三重県立熊野古道センター
【尾鷲市向井12-4】

令和８年２月21日（土）～3月４日（水）

三重県上野森林公園
【伊賀市下友生１番地】

令和８年３月11日（水）～３月23日（月）

※各施設の休館日は除きます。展

示予定は変更になる場合があり

ますので、三重県環境学習情

報センターのホームページ等で

ご確認ください。

電子版「しきさい」は
こちら

ポスターコンクール
入賞作品発表のブログURL

公開期間
（オンライン開催）

令和7年12月15日（月）から
令和8年   2月23日（月）まで

申込方法
令和８年２月16日（月）まで
に申込フォームからお申し込
みください。

申込フォーム

デコ活を楽しく学習できるデジタルコン
テンツ

お楽しみに！

https://forms.office.com/r/QFum3cug7B
https://www.eco-mie.com/center_info/20251031/

